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  未来をつくるのは子ども、 

    子どもの中に未来がある 

 劇団風の子が八王子市美山町に拠点を構えて30年が

たちました。日本全国の子どもたちに芝居を届ける旅公演

の中で、各地方のあそびや文化、芸能に触れる機会が数

多くありました。脈々と流れる人々の思いの深さ、そこから

表現される伝統文化、芸能の数々。それは、その土地に

根付く人々の思いをこめた豊かさを感じさせてくれます。 

 そして私たちも、ここ八王子周辺に伝わる伝承あそびや

わらべ唄、民話、文化、芸能を今一度見つめ直し、掘り下

げ、長い間受け継がれてきた素敵な素材をいかしながら、

子どもたちと共に新たな劇空間を創りあげていきたいと思う

ようになりました。 

 本来子どもがもっている“あそび心” “イメージ力”を信じ、

伝承文化を見直すと同時に、現在と未来を生きる我々と

子どもたちの手で、この作品を通して、新たな「あそび」や

「文化」を再創造していけたらと思っています。         

                    作・構成演出 中島  研 
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収
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ま
だ
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
う
た
え
な
い
時
期
に
育
っ
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環
境
か
ら
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「耳
こ
と
ば
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、
感
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を
磨
き
、
心

を
豊
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に
し
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い
き
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。
ひ
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の
う
え
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ゆ
っ
た

り
と
抱
か
れ
た
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、
ぬ
く
も
り
、
全
身
で
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え
た
快
感
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、
幼
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心
の
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で
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。
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で
、

だ
れ
か
が
う
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っ
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私
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に
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わ
っ
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も
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無
視
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れ
て
も
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わ
ら
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う
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ど
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で
も
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も
た
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に
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の
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、
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命
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か
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と
っ
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ま
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子
ど
も
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と
っ
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新
し
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、
い
つ
も
自
分
た
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真
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を
表

し
て
い
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の
が
本
当
の
わ
ら
べ
う
た
な
の
で
す
。 
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お
も
な
内
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と
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「で
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
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